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こ
の
人
に
会
い
ま
し
た

湯沢町実行委員会副会長
湯 沢 ス キ ー 連 盟 会 長

髙 橋 明 宏さん（諏訪）

　

皆
様
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
心
配
さ
れ
た
降
雪
も
何

と
か
年
末
年
始
に
は
間
に
合
い
、
各
ス

キ
ー
場
も
例
年
通
り
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。

米
大
手
証
券
会
社
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ

ー
ス
の
破
た
ん
に
端
を
発
し
た
世
界
的

な
同
時
金
融
危
機
は
日
本
経
済
に
も
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
決
し
て

明
る
い
年
明
け
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
う
し
た
中
で
も
2
月
17
日
か

ら
20
日
ま
で
第
64
回
国
民
体
育
大
会
冬

季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
湯
沢
で
初
め

て
開
催
さ
れ
る
と
い
っ
た
明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
す
。

　
不
況
風
が
吹
荒
れ
る
中
こ
の
国
体
の

開
催
が
観
光
立
町
湯
沢
町
の
大
き
な
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、

町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
、
ご
健
勝
を

湯
沢
町
議
会
議
員
一
同
、
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
よ
り
一
層

皆
様
に
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
議
会
広
報
委
員
会
一
同
一
生
懸
命
頑

張
る
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　 

広
報
対
策
委
員
会
委
員
長

柿
﨑
直
治
　

編
集湯

沢
町
議
会

　  

　
広
報
常
任
委
員
会

「
絆
（
き
ず
な
）
」

　
皆
様
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
い
よ
い
よ
湯
沢
町
で

初
め
て
の
第
64
回
国
民
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

2
月
17
日
開
会
式
（
湯
沢
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）、
2
月

18
・
19
・
20
日
に
競
技
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

　

会
場
は
ア
ル
ペ
ン
競
技
→
苗

場
ス
キ
ー
場
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ジ
ャ
ン
プ
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド

ジ
ャ
ン
プ
→
塩
沢
ジ
ャ
ン
プ

台
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
コ

ン
バ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
→
十
日
町
市
吉
田
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
で
す
。

　

全
国
よ
り
選
手
1
、
5
0
0

人
、
監
督
・
コ
ー
チ
5
0
0
人
、

役
員
等
大
会
運
営
関
係
者
1
、

5
0
0
人
、
報
道
関
係
者
・
視

察
員
2
0
0
人
、
合
計
約
3
、

7
0
0
人
の
人
々
が
集
い
ま

す
。

　

平
成
11
年
9
月
1
日
、
新
潟

県
ス
キ
ー
連
盟
に
、「
大
会
候

補
地
立
候
補
申
請
書
」
を
提
出

し
て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
の

9
年
間
で
し
た
。

　

先
シ
ー
ズ
ン
は
、
第
57
回
全

国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

湯
沢
町
に
と
っ
て
は
、
全
国

と
名
の
付
く
大
会
は
、
約
40
年

ぶ
り
で
、
全
日
本
選
手
権
（
苗

場
ス
キ
ー
場
）以
来
だ
っ
た
為
、

役
員
の
方
々
も
大
変
ご
苦
労
さ

れ
た
事
と
思
い
ま
す
が
、
い
よ

い
よ
本
番
の
国
体
が
、
や
っ
て

来
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
、
今
回
の
国
体

に
あ
た
り
町
民
の
皆
様
に
2
つ

の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
『
ス
キ
ー
と
温
泉
の

町
湯
沢
』
を
全
国
へ
、
ア
ピ
ー

ル
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
思

い
ま
す
。

　

何
か
と
不
安
の
多
い
時
代
で

は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
が
一
丸

達
に
競
技
を
見
て
も
ら
い
、
何

か
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。

　

そ
ん
な
、
子
供
達
が
将
来
の

湯
沢
町
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
準
備
期
間
も
含
め

大
会
期
間
中
、
役
員
、
関
係
者

の
方
々
に
は
2
月
と
い
う
忙
し

い
中
、
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
湯
沢
町
の
為
、
子
供
達

の
未
来
の
為
、
ご
協
力
の
程
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

本
年
初
め
て
湯
沢
町
で
第
64
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
湯
沢
町
実
行
委
員

会
副
会
長
・
湯
沢
町
ス
キ
ー
連
盟
会
長
の
髙
橋
明
宏
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

と
な
り
国
体
を
盛
り
上
げ

て
頂
き
た
い
の
で
す
。

　

第
二
に
今
回
の
大
会
で

の
地
元
選
手
の
活
躍
を
願

う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
ス
キ
ー
競
技
者
の
底

辺
拡
大
で
す
。

　

私
が
小
学
生
の
頃
父
に

連
れ
ら
れ
、
全
日
本
選
手

権
を
見
た
時
の
感
動
は
今

で
も
忘
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

1
人
で
も
多
く
の
子
供


